
釜石市地域公共交通活性化協議会 事業名：令和７年度地域内フィーダー系統令和４年４月１日事業開始

事業の今後の改善点

実施状況、目標・効果の達成状況

生活交通確保維持改善計画

目的・必要性

定量的な目標・効果

事業・実施主体

確保・維持する系統の概要

評価項目

前回の評価結果

基礎データ

【地域内フィーダー系統】
○北部コミュニティバス
・運行事業者：株式会社 岩手旅行社
・系統数：４系統（橋野方面）
※令和６年１０月１日～令和７年９月３０日まで
・運賃：１回乗車100円～500円
・運行日：平日、土曜日（日・祝、12/30～1/3は
運休）

合併状況：昭和30年に甲子村、鵜住居村、栗橋村及び唐丹村と合併し現在の釜石市となる。
人 口：28,588人（令和7年3月末時点） 面 積：440.34平方キロメートル
高齢化率：40.9％ 協議会開催数：協議会2回、分科会2回（令和6年10月～令和7年9月）

・岩手県交通広域路線及び三陸鉄道リアス線との接続を促進するダイヤ改正を
行う（市）。・1日1往復の市街地直通便を設定し、通院や買い物の利便性向上を
図る（市）。・住民要望等を反映した経路の見直しとバス停の設置を行う（市）。・老
朽化したバス待合環境の整備を行う（市）。

【実施状況等】
・当該路線と接続する幹線バスの利便性向上のためのICカード化補助
・老朽化したバス停修繕や駐輪場整備等バス待合環境の改善
・岩手県の公共交通スマートチャレンジに参画し公共交通機関の利用促進
【達成状況】

昨年度より減少幅は抑えられたものの利用者の減少が続いている。実施している事業が利用者ニー
ズにマッチしていないと考えられるため、ニーズ調査が必要である。また、市内支線部バスの中で最も
収支率が悪い路線であるため、実情に合わせて、ダイヤ改正等が必要であると思われる。
【実績】 令和7年度 3,655人 （令和7年度目標値比▲3,475）

（達成率51.3%） ※評価：C

※評価の判定基準
・A ⇒ 目標達成100%以上
・B ⇒ 目標達成80%以上100%未満
・C ⇒ 目標達成80%未満、又は、補助対象外（1運行当たり2人未満、運行割合30%未満）

【目標】
利用者数を令和7年度までに5％増を目指す。

○令和3年度：6,860人 ○令和4年度：6,930人 ○令和5年度：7,000人
○令和6年度：7,070人 ○令和7年度：7,130人 （釜石市地域公共交通計画P51）

【効果】
支線部に存する集落の高齢者等の日常生活に必要不可欠な移動手段が確保さ

れる。また、幹線・支線の接続改善とあわせて効率的な運行体系を整備できる。

【達成状況（結果）】
○目標値：7,070人 ○実績：4,428人 （達成率46.7％）

待ち時間の調整や、運転免許証を返納した住民等への割引制度の周知を行っていく一方で、収
支の改善を図るため、運行ダイヤや運賃、運行ルート等の調整を検討する。加えて、日常利用に
配慮した利便性の高い公共交通として引き続き住民に周知する。
【評価】C （目標達成80%未満、又は、補助対象外（1運行当たり2人未満、運行割合30%未満））

令和7年度中に予定している次期地域公共交通計画の策定に併せて現状分析と施策の方向性
の検討を行い、地域全体の公共交通の利便性向上を図っていく。併せて、JR東日本のダイヤ改正
に合わせて、事業者とダイヤ改正の検討を行う。

また、市民アンケート等を基に利用ニーズの分析及び掘り起こし等を行い利用促進を図る。

釜石市は、市域を東西に横断する国道283号とJR釜石線及び海岸沿いを南北に伸びる
国道45号と三陸鉄道リアス線から伸びる沢筋に可住域が広がっており、その地形的な特
性により、鉄道からバス、バスからバスなどの乗り継ぎを前提とした交通ネットワークが不
可避である。本計画の運行地域は、山間や沢沿いを縫うように走る狭隘な道路しかないた
め、高齢者が自家用車を運転するには一層負担が大きく、利用者の大半が通院や買い物
を目的とした高齢者であることから、住み慣れた地域での生活を維持する上では特に当
該路線の存続が必要不可欠となっている。
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釜石市地域公共交通活性化協議会 事業名：令和７年度地域内フィーダー系統令和４年４月１日事業開始

事業の今後の改善点

実施状況、目標・効果の達成状況

生活交通確保維持改善計画

目的・必要性

定量的な目標・効果

事業・実施主体

確保・維持する系統の概要

評価項目

前回の評価結果

基礎データ

【地域内フィーダー系統】
○南部コミュニティバス
・運行事業者：株式会社 岩手旅行社

株式会社 釜石タクシー
・系統数：４系統（唐丹方面）
※令和６年１０月１日～令和７年９月３０日まで
・運賃：１回乗車100円～500円
・運行日：平日、土曜日（日・祝、12/30～1/3は
運休）

合併状況：昭和30年に甲子村、鵜住居村、栗橋村及び唐丹村と合併し現在の釜石市となる。
人 口：28,588人（令和7年3月末時点） 面 積：440.34平方キロメートル
高齢化率：40.9％ 協議会開催数：協議会2回、分科会2回（令和6年10月～令和7年9月）

・岩手県交通広域路線及び三陸鉄道リアス線との接続を促進するダイヤ改正を
行う（市）。・1日1往復の市街地直通便を設定し、通院や買い物の利便性向上を
図る（市）。・住民要望等を反映した経路の見直しとバス停の設置を行う（市）。・老
朽化したバス待合環境の整備を行う（市）。

【実施状況等】
・当該路線と接続する幹線バスの利便性向上のためのICカード化補助
・定額運賃のサブスク実証実験
・岩手県の公共交通スマートチャレンジに参画し公共交通機関の利用促進
【達成状況】

実証実験等の新たな取組を行ったがニーズにマッチせず利用者拡大には至らなかった。今後も利
用者のニーズ調査を行うとともに利用者数の推移を注視しながら路線の適切な維持管理を行う必
要がある。
【実績】 令和7年度 5,475人 （令和7年度目標値比▲2,795）

（達成率66.2%） ※評価：C

※評価の判定基準
・A ⇒ 目標達成100%以上
・B ⇒ 目標達成80%以上100%未満
・C ⇒ 目標達成80%未満、又は、補助対象外（1運行当たり2人未満、運行割合30%未満）

【目標】
利用者数を令和7年度までに5％増を目指す。

○令和3年度：7,950人 ○令和4年度：8,030人 ○令和5年度：8,110人
○令和6年度：8,190人 ○令和7年度：8,270人 （釜石市地域公共交通計画P51）

【効果】
支線部に存する集落の高齢者等の日常生活に必要不可欠な移動手段が確保さ

れる。また、幹線・支線の接続改善とあわせて効率的な運行体系を整備できる。

【達成状況（結果）】
○目標値：8,190人 ○実績：5,931人 （達成率71.6％）

待ち時間の調整や、運転免許証を返納した住民等への割引制度の周知を行っていく一方で、収
支の改善を図るため、運行ダイヤや運賃、運行ルート等の調整を検討する。加えて、日常利用に
配慮した利便性の高い公共交通として引き続き住民に周知する。
【評価】C （目標達成80%未満、又は、補助対象外（1運行当たり2人未満、運行割合30%未満））

令和7年度中に予定している次期地域公共交通計画の策定に併せて現状分析と施策の方向性
の検討を行い、地域全体の公共交通の利便性向上を図っていく。併せて、JR東日本のダイヤ改正
に合わせて、事業者とダイヤ改正の検討を行う。

また、市民アンケート等を基に利用ニーズの分析及び掘り起こし等を行い利用促進を図る。

釜石市は、市域を東西に横断する国道283号とJR釜石線及び海岸沿いを南北に伸びる
国道45号と三陸鉄道リアス線から伸びる沢筋に可住域が広がっており、その地形的な特
性により、鉄道からバス、バスからバスなどの乗り継ぎを前提とした交通ネットワークが不
可避である。本計画の運行地域は、山間や沢沿いを縫うように走る狭隘な道路しかないた
め、高齢者が自家用車を運転するには一層負担が大きく、利用者の大半が通院や買い物
を目的とした高齢者であることから、住み慣れた地域での生活を維持する上では特に当
該路線の存続が必要不可欠となっている。
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釜石市地域公共交通活性化協議会 事業名：令和７年度地域内フィーダー系統令和３年４月１日事業開始

事業の今後の改善点

実施状況、目標・効果の達成状況

生活交通確保維持改善計画

目的・必要性

定量的な目標・効果

事業・実施主体

確保・維持する系統の概要

評価項目

前回の評価結果

基礎データ

【地域内フィーダー系統】
○にこにこバス（箱崎白浜方面）
・運行事業者：前勝タクシー有限会社
・系統数：１系統（箱崎白浜方面）
※令和６年１０月１日～令和７年９月３０日まで
・運賃：１回乗車100円～500円
・運行日：平日（土日・祝日、12/30～1/3は運休）

合併状況：昭和30年に甲子村、鵜住居村、栗橋村及び唐丹村と合併し現在の釜石市となる。
人 口：28,588人（令和7年3月末時点） 面 積：440.34平方キロメートル
高齢化率：40.9％ 協議会開催数：協議会2回、分科会2回（令和6年10月～令和7年9月）

・岩手県交通広域路線及び三陸鉄道リアス線との接続を促進するダイヤ改正を
行う（市）。・1日1往復の市街地直通便を設定し、通院や買い物の利便性向上を
図る（市）。・住民要望等を反映した経路の見直しとバス停の設置を行う（市）。・老
朽化したバス待合環境の整備を行う（市）。

【実施状況等】
・当該路線と接続する幹線バスの利便性向上のためのICカード化補助
・老朽化したバス停修繕や駐輪場整備等バス待合環境の改善
・岩手県の公共交通スマートチャレンジに参画し公共交通機関の利用促進
【達成状況】

当該路線の利用者数は数年間横ばいで推移していたが、昨年度急減した。早期の原因究明及び
課題の解決が必要であると思われる。
【実績】 令和7年度 2,359人 （令和7年度目標値比▲841）

（達成率73.7%） ※評価：C

※評価の判定基準
・A ⇒ 目標達成100%以上
・B ⇒ 目標達成80%以上100%未満
・C ⇒ 目標達成80%未満、又は、補助対象外（1運行当たり2人未満、運行割合30%未満）

【目標】
利用者数を令和7年度までに5％増を目指す。

○令和3年度：3,080人 ○令和4年度：3,110人 ○令和5年度：3,140人
○令和6年度：3,170人 ○令和7年度：3,200人 （釜石市地域公共交通計画P51）

【効果】
支線部に存する集落の高齢者等の日常生活に必要不可欠な移動手段が確保さ

れる。また、幹線・支線の接続改善とあわせて効率的な運行体系を整備できる。

【達成状況（結果）】
○目標値：3,170人 ○実績：2,688人 （達成率88.5％）

待ち時間の調整や、運転免許証を返納した住民等への割引制度の周知を行っていく一方で、収
支の改善を図るため、運行ダイヤや運賃、運行ルート等の調整を検討する。加えて、日常利用に
配慮した利便性の高い公共交通として引き続き住民に周知する。

【評価】B （目標達成80%未満、又は、補助対象外（1運行当たり2人未満、運行割合30%未満））

令和7年度中に予定している次期地域公共交通計画の策定に併せて現状分析と施策の方向性
の検討を行い、地域全体の公共交通の利便性向上を図っていく。併せて、JR東日本のダイヤ改正
に合わせて、事業者とダイヤ改正の検討を行う。

また、市民アンケート等を基に利用ニーズの分析及び掘り起こし等を行い利用促進を図る。

釜石市は、市域を東西に横断する国道283号とJR釜石線及び海岸沿いを南北に伸びる
国道45号と三陸鉄道リアス線から伸びる沢筋に可住域が広がっており、その地形的な特
性により、鉄道からバス、バスからバスなどの乗り継ぎを前提とした交通ネットワークが不
可避である。本計画の運行地域は、山間や沢沿いを縫うように走る狭隘な道路しかないた
め、高齢者が自家用車を運転するには一層負担が大きく、利用者の大半が通院や買い物
を目的とした高齢者であることから、住み慣れた地域での生活を維持する上では特に当
該路線の存続が必要不可欠となっている。
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釜石市地域公共交通活性化協議会 事業名：令和７年度地域内フィーダー系統令和４年４月１日事業開始

事業の今後の改善点

実施状況、目標・効果の達成状況

生活交通確保維持改善計画

目的・必要性

定量的な目標・効果

事業・実施主体

確保・維持する系統の概要

評価項目

前回の評価結果

基礎データ

【地域内フィーダー系統】
○にこにこバス（尾崎白浜方面）
・運行事業者：スクー株式会社
・系統数：２系統（尾崎白浜方面）
※令和６年１０月１日～令和７年９月３０日まで
・運賃：１回乗車100円～500円
・運行日：平日（土日・祝日、12/30～1/3は運休）

合併状況：昭和30年に甲子村、鵜住居村、栗橋村及び唐丹村と合併し現在の釜石市となる。
人 口：28,588人（令和7年3月末時点） 面 積：440.34平方キロメートル
高齢化率：40.9％ 協議会開催数：協議会2回、分科会2回（令和6年10月～令和7年9月）

・岩手県交通広域路線及び三陸鉄道リアス線との接続を促進するダイヤ改正を
行う（市）。・1日1往復の市街地直通便を設定し、通院や買い物の利便性向上を
図る（市）。・住民要望等を反映した経路の見直しとバス停の設置を行う（市）。・老
朽化したバス待合環境の整備を行う（市）。

【実施状況等】
・当該路線と接続する幹線バスの利便性向上のためのICカード化補助
・岩手県の公共交通スマートチャレンジに参画し公共交通機関の利用促進
【達成状況】

昨年度より利用者が減少しているものの、比較的目標に近い利用人数で推移している。今後の引
き続き利用者獲得と利便性向上に努めるとともに、市内好事例として他路線へ横展開したい。
【実績】 令和7年度 3,184人 （令和7年度目標値比▲406）

（達成率88.7%） ※評価：B

※評価の判定基準
・A ⇒ 目標達成100%以上
・B ⇒ 目標達成80%以上100%未満
・C ⇒ 目標達成80%未満、又は、補助対象外（1運行当たり2人未満、運行割合30%未満）

【目標】
利用者数を令和7年度までに5％増を目指す。

○令和3年度：3,450人 ○令和4年度：3,490人 ○令和5年度：3,530人
○令和6年度：3,570人 ○令和7年度：3,590人 （釜石市地域公共交通計画P51）

【効果】
支線部に存する集落の高齢者等の日常生活に必要不可欠な移動手段が確保さ

れる。また、幹線・支線の接続改善とあわせて効率的な運行体系を整備できる。

【達成状況（結果）】
○目標値：3,570人 ○実績：3,389人 （達成率97.4％）

待ち時間の調整や、運転免許証を返納した住民等への割引制度の周知を行っていく一方で、収
支の改善を図るため、運行ダイヤや運賃、運行ルート等の調整を検討する。加えて、日常利用に
配慮した利便性の高い公共交通として引き続き住民に周知する。
【評価】B （目標達成80%未満、又は、補助対象外（1運行当たり2人未満、運行割合30%未満））

令和7年度中に予定している次期地域公共交通計画の策定に併せて現状分析と施策の方向性
の検討を行い、地域全体の公共交通の利便性向上を図っていく。併せて、JR東日本のダイヤ改正
に合わせて、事業者とダイヤ改正の検討を行う。

また、市民アンケート等を基に利用ニーズの分析及び掘り起こし等を行い利用促進を図る。

釜石市は、市域を東西に横断する国道283号とJR釜石線及び海岸沿いを南北に伸びる
国道45号と三陸鉄道リアス線から伸びる沢筋に可住域が広がっており、その地形的な特
性により、鉄道からバス、バスからバスなどの乗り継ぎを前提とした交通ネットワークが不
可避である。本計画の運行地域は、山間や沢沿いを縫うように走る狭隘な道路しかないた
め、高齢者が自家用車を運転するには一層負担が大きく、利用者の大半が通院や買い物
を目的とした高齢者であることから、住み慣れた地域での生活を維持する上では特に当
該路線の存続が必要不可欠となっている。
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釜石市地域公共交通活性化協議会
釜石市コミュニティバス・にこにこバス運行系統図

5



釜石市地域公共交通活性化協議会
釜石市北部コミュニティバス運行時刻表
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釜石市地域公共交通活性化協議会
釜石市南部コミュニティバス運行時刻表
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釜石市地域公共交通活性化協議会
釜石市にこにこバス（箱崎白浜方面）運行時刻表
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釜石市地域公共交通活性化協議会
釜石市にこにこバス（尾崎白浜方面）運行時刻表
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①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（２事業年度前）（又は
類似事業）の事業評価結果の

反映状況
④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

株式会社岩手旅行社 ○北部コミュニティバス

・岩手県交通広域路線及
び三陸鉄道リアス線との
接続を促進するダイヤ改
正を行う。
・1日1往復の市街地直通
便を設定し、通院や買い
物の利便性向上を図る。
・住民要望等を反映した
経路の見直しとバス停の
設置を行う。
・老朽化したバス待合環
境の整備を行う。

【前回の評価結果】
昨年実績と比べ、利用

者数は減少した。R2年度
以降、利用者は年々減少
しているため、利用者の
推移を確認しながら、現
状把握に努め検証してい
く。需要の取りこぼしの確
認や制度周知の継続に
よる利用促進のほか、観
光需要との両立による持
続可能性の確保に向け
た取組に期待。

【評価結果の反映状況】
○計画への反映：無
○事業への反映
・市民及び高校生アン
ケートの実施
・事業者及び庁内関係各
課との意見交換

A 事業が計画に位置
付けられたとおり適切
に実施された。
【実施した事業の評
価】
・当該路線と接続する
幹線バスのICカード化
により、キャッシュレス
決済が可能となり利便
性が向上した。
・バス停ベンチの修繕
により座ってバスを待
つことができるように
なったため、バスの利
用促進が期待できる。
・市街地直通便は利
用者が多く、支線部に
存する集落の高齢者
等の日常生活に必要
不可欠な移動手段が
確保されている。

C 【達成状況】
昨年度より減少幅は

抑えられたものの、利
用者の減少が続いて
いる。実施している事
業が利用者ニーズに
マッチしていないと考
えられるため、ニーズ
調査が必要である。
また、市内支線部バス
の中で最も収支率が
悪い路線であるため、
実情に合わせて、ダイ
ヤ改正等が必要であ
ると思われる。

【実績】
3,655人（達成率51.3%）

令和7年度中に予
定している次期地域
公共交通計画の策
定に併せて現状分
析と施策の方向性の
検討を行い、地域全
体の公共交通の利
便性向上を図ってい
く。併せて、JR東日
本のダイヤ改正に合
わせて、事業者とダ
イヤ改正の検討を行
う。 また、市民アン
ケート等を基に利用
ニーズの分析及び
掘り起こし等を行い
利用促進を図る。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）
令和8年1月26日

協議会名：釜石市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名：地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金
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①補助対象事業者
等

②事業概要
③前回（２事業年度前）（又は類似事

業）の事業評価結果の反映状況
④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

株式会社岩手旅行
社
株式会社釜石タク
シー

○南部コミュニティバス

・岩手県交通広域路線及
び三陸鉄道リアス線との
接続を促進するダイヤ改
正を行う。
・1日1往復の市街地直通
便を設定し、通院や買い
物の利便性向上を図る。
・住民要望等を反映した
経路の見直しとバス停の
設置を行う。
・老朽化したバス待合環
境の整備を行う。

【前回の評価結果】
昨年実績と比べ、利用者数は

減少したが、R4年度から6,000人
程度を維持しており、地域に欠
かせない移動手段となっている
ものと推測する。需要の取りこぼ
しの確認や制度周知の継続によ
る利用促進のほか、観光需要と
の両立による持続可能性の確保
に向けた取組に期待。
【評価結果の反映状況】
○計画への反映：無
○事業への反映
・市民及び高校生アンケートの
実施
・事業者及び庁内関係各課との
意見交換

A 事業が計画に位置付
けられたとおり適切に実
施された。
【実施した事業の評価】
・当該路線と接続する幹
線バスのICカード化によ
り、キャッシュレス決済が
可能となり利便性が向上
した。
・サブスク実証実験の結
果、利用者増加にはつな
がらなかった。
・市街地直通便は利用者
が多く、支線部に存する
集落の高齢者等の日常
生活に必要不可欠な移
動手段が確保されている。

C 【達成状況】
実証実験等の新たな

取組を行ったがニーズ
にマッチせず利用者拡
大には至らなかった。今
後も利用者のニーズ調
査を行うとともに利用者
数の推移を注視しなが
ら路線の適切な維持管
理を行う必要がある。

【実績】
5,475人（達成率66.2%）

令和7年度中に予
定している次期地域
公共交通計画の策
定に併せて現状分
析と施策の方向性の
検討を行い、地域全
体の公共交通の利
便性向上を図ってい
く。併せて、JR東日
本のダイヤ改正に合
わせて、事業者とダ
イヤ改正の検討を行
う。 また、市民アン
ケート等を基に利用
ニーズの分析及び
掘り起こし等を行い
利用促進を図る。

前勝タクシー有限
会社

○にこにこバス（箱崎白
浜方面）

・岩手県交通広域路線及
び三陸鉄道リアス線との
接続を促進するダイヤ改
正を行う。
・1日1往復の市街地直通
便を設定し、通院や買い
物の利便性向上を図る。
・住民要望等を反映した
経路の見直しとバス停の
設置を行う。
・老朽化したバス待合環
境の整備を行う。

【前回の評価結果】
昨年実績と比べ、利用者数は

増加したが、R2実績からみて急
激な落ち込みは無く、横ばい傾
向となっており、地域に欠かせな
い移動手段として一定の住民が
日常的に利用していると推測す
る。需要の取りこぼしの確認や
制度周知の継続による利用促進
のほか、観光需要との両立によ
る持続可能性の確保に向けた取
組に期待。
【評価結果の反映状況】
○計画への反映：無
○事業への反映
・市民及び高校生アンケートの
実施
・事業者及び庁内関係各課との
意見交換

A 事業が計画に位置付
けられたとおり適切に実
施された。
【実施した事業の評価】
・当該路線と接続する幹
線バスのICカード化によ
り、キャッシュレス決済が
可能となり利便性が向上
した。
・バス停ベンチの修繕に
より座ってバスを待つこ
とができるようになったた
め、バスの利用促進が
期待できる。
・市街地直通便は利用者
が多く、支線部に存する
集落の高齢者等の日常
生活に必要不可欠な移
動手段が確保されている。

C 【達成状況】
当該路線の利用者数

は数年間横ばいで推移
していたが、昨年度急減
した。早期の原因究明
及び課題の解決が必要
であると思われる。

【実績】
2,359人（達成率73.7%）

令和7年度中に予
定している次期地域
公共交通計画の策
定に併せて現状分
析と施策の方向性の
検討を行い、地域全
体の公共交通の利
便性向上を図ってい
く。併せて、JR東日
本のダイヤ改正に合
わせて、事業者とダ
イヤ改正の検討を行
う。 また、市民アン
ケート等を基に利用
ニーズの分析及び
掘り起こし等を行い
利用促進を図る。
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①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（２事業年度前）（又は
類似事業）の事業評価結果の

反映状況
④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

スクー株式会社 ○にこにこバス（尾崎白
浜方面）

・岩手県交通広域路線及
び三陸鉄道リアス線との
接続を促進するダイヤ改
正を行う。
・1日1往復の市街地直通
便を設定し、通院や買い
物の利便性向上を図る。
・住民要望等を反映した
経路の見直しとバス停の
設置を行う。
・老朽化したバス待合環
境の整備を行う。

【前回の評価結果】
昨年実績と比べ、利用

者数は増加に転じた。令
和3年度から微増し、コロ
ナ禍前の水準に戻ってい
ることから、地域住民の
移動の足になっているも
のと推測する。需要の取
りこぼしの確認や制度周
知の継続による利用促進
のほか、観光需要との両
立による持続可能性の確
保に向けた取組に期待。

【評価結果の反映状況】
○計画への反映：無
○事業への反映
・市民及び高校生アン
ケートの実施
・事業者及び庁内関係各
課との意見交換

A 事業が計画に位置
付けられたとおり適切
に実施された。
【実施した事業の評
価】
・当該路線と接続する
幹線バスのICカード化
により、キャッシュレス
決済が可能となり利便
性が向上した。
・市街地直通便は利
用者が多く、支線部に
存する集落の高齢者
等の日常生活に必要
不可欠な移動手段が
確保されている。

B 【達成状況】
昨年度より利用者が

減少しているものの、
比較的目標に近い利
用人数で推移している。
引き続き利用者獲得
と利便性向上に努め
るとともに、市内好事
例として他路線へ横
展開したい。
【実績】
3,184人（達成率88.7%）

令和7年度中に予
定している次期地域
公共交通計画の策
定に併せて現状分
析と施策の方向性の
検討を行い、地域全
体の公共交通の利
便性向上を図ってい
く。併せて、JR東日
本のダイヤ改正に合
わせて、事業者とダ
イヤ改正の検討を行
う。 また、市民アン
ケート等を基に利用
ニーズの分析及び
掘り起こし等を行い
利用促進を図る。

【二次評価】
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事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

別添１－２

令和8年1月26日

協議会名： 釜石市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

釜石市は、市域を東西に横断する国道283号とJR釜石線及び海岸沿いを南北に伸びる国道45号と三陸鉄道
リアス線から伸びる沢筋に可住域が広がっており、その地形的な特性により、鉄道からバス、バスからバスなど
の乗り継ぎを前提とした交通ネットワークが不可避である。本計画の運行地域は、山間や沢沿いを縫うように
走る狭隘な道路しかないため、高齢者が自家用車を運転するには一層負担が大きく、利用者の大半が通院や
買い物を目的とした高齢者であることから、住み慣れた地域での生活を維持する上では特に当該路線の存続
が必要不可欠となっている。
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